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季刊

特集 鉄のLCA
 ゆりかごからゆりかごへ
  4 はじめてのLCA

エコを「見える化」する
田原 聖隆 氏 （（国研）産業技術総合研究所 安全科学研究部門 IDEAラボ長）

  8 私たちの身の回りに
 環境背後霊が潜んでいる！？
 環境負荷について考えてみよう

山末 英嗣 氏 （立命館大学理工学部教授）

12 鉄のLCA
 ライフサイクル全体から見た
 環境特性を考える

16 鉄の貢献
 バリューチェーンを通じた
 環境負荷の低減

23 鉄のLCAがわかる
日本製鉄の環境リレーションシップ

24 第30回日本製鉄音楽賞 受賞者インタビュー
　　 フレッシュアーティスト賞 大西 宇宙 氏（バリトン）

 特別賞 小林 道夫 氏
（音楽監督・音楽アドバイザー・ピアニスト・チェンバリスト）

28 News Clip
日本製鉄グループの動き

30 日本製鉄グループのSDGs
鉄づくりが担う環境負荷の低減
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ゆりかごからゆりかごへ

鉄のLCA

原料採掘から輸送、製品製造、使用、 廃棄に至るまで、つまり“ゆりかごから
墓場まで”製品の一生にかかわる環境への影響を評価する手法を、ライフサイ
クルアセスメント(LCA)と言います。この LCA を使って、産業界では環境
負荷を最小限に抑えるためのさまざまな取り組みが行われています。そこで鉄
の一生を見てみると、原料採掘、輸送、製品製造、使用、廃棄のあと、さら
にリサイクルが待っています。鉄は使い終わったあともほぼ全量が回収され、 
品質をほとんど下げることなく、あらゆる鉄鋼製品の原料として再び利用され
ているのです。鉄は“ゆりかごからゆりかごへ”何度でも何にでも生まれ変わり、 
私たちの豊かな暮らしと社会を支え、環境負荷のさらなる低減に貢献しています。 
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